ゴゲン ノ タノシミ by 浦田, 和幸 et al.
ふだん何気なくつかっていることばだが、何かの拍子に
由来を知って得した気分になることがある。目から鱗
うろこ
、と
感ずることもある。この「目から鱗が落ちる」という言い方は日本語に馴染んでいるが、実は外来で、聖書に由来する。新約聖書の「使徒言行録」に「すると、た まち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見え ようになった。そこで、身を起こして洗礼を受け、食事をして元気を取り戻した。 」
（新共同訳）
というくだりがある。
聖霊の力 よ てサウロ
（後の使徒パウロ）
の失われていた
視力が回復した場面である 「鱗」は新約聖書原典のギリシア語では
‘lepídes ’（英訳
 scales ）
で、
the scales fall from
 
som
eone
’s eyes
という慣用句が英語でも聞かれる。二千年
も前の声が洋の東西を問わず現代に伝わっている。
日常的な言葉遣いのなかには、改めて考えれば不思議な
ことはいくらでもある。母語の場合には当 り前すぎて気
づかないことが多いが、外国語となると、それまでの自分の常識とは勝手が違うので、戸惑うことが多い。初歩の英語を思い出してみると、不思議だらけであ 。評判が悪いのが、まず、英語の綴り。
know
や
knife
の
<
k>
は発音し
ないのに字だけあるのは、いかにも具合が悪い。英語の綴りにもかなりの規則性があるのだが、不合理と思える例が少なからずあることは確 だ。実は、これらの綴りは昔の発音を反映してい である。つま 、 つては
know
や
knife
では、
<
k>
も読んでいた。そのうちに、発音のしづ
らさからか、語頭での
/kn-/
の
/k/
という音が脱落して
/n-/
だけになってしまった。一方、綴りは元のままで、発
音との間に乖離が生じた。一般 英語の綴り 保守的な面がある。不合理と言えばそ 通りだが、昔の声を暗に伝えている。例は枚挙にいとまがないが、実際のところ、字の成り立ちには言語的要因ばか か社会・文化的要因
も絡み、人間臭いところがあって面白い。
debt （借金）
は
/dét/
という具合に、発音しない
<
b>
という文字が真ん中
にあるのはいかんともしがたく、純粋に言語学的には説明できない。元 ラテン語起源である 、中世の時代に
/b/
の音が脱落したフランス語経由で借用され、当時の英語では発音通り
det
te
のように綴られていた。しかし、後
に古典復興を標榜す ルネサンス時代に、ラテン語のdebitum
に似せてわざわざ
<
b>
という文字を挿入したの
である。
<
b>
という綴字が発音されることはなかった。し
かし、興味深いことに、デビットカードの
debit （借方）
と
いう英語は後にラテン語から直接借用されたため、元々<
b>
という文字があり、発音は文字通りで
/débət/
である。
なかなか一筋縄ではいかない。
単語は時代を経るごとに形が崩れて元の意味が不透明に
なることがよくあるが たとえば、花の名前の
daisy （雛菊）
は、千年ほど前の
‘day
’s eye
’（日・昼の目→太陽の意）
に相当
する語形に遡り、花が朝開いて夕方 閉じること、また、花の形状が太陽に似ていることにちなむと考えられている。現代の語形を見 だけでは正体不明だが、語源を知り
古いにしえ
の
音を想像するとそれらしく思えてく から不思議だ。
英語はドイツ語と姉妹関係にあり、オランダ語・アイス
ランド語・デンマーク ・スウェーデン語・ノルウェー語
などとともに、ゲルマン語派というグループをなしている。さらに遡ると、印欧語族という一大ファミリーに連なり、古い言語としては、ラテン語やギリシア語から多くの語を借用している。二百年以上に及ぶ歴史比較言語学の研究の結果、印欧祖 ゲルマン語の間には一定の子音の対応関係があることが明らかにされており、たとえば、印欧祖語の
/p/
という音はゲルマン語では
/f/
になる。ラテン語と
英語の例でみ と、ラテン語の
ped- （足）
という語根は、
英語の
foot （足）
に対応する。従って、
pedestrian
（歩行者）
や
pedal （ペダル）
というラテン語由来の英語は、 「足」と
いう意味の点でも、
/p/
→
/f/
という音の対応の点でも、
英語の
foot と親縁関係にあることが分かる。
文献案内に挙げた類の本を紐解き、また、折にふれ辞書
の語源欄に目を向けると、発見の連続である。
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